
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

172

　 　 　 ，　L　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 ，　　　　 　　　　
’
　 ロ

　　　 ジ ：
ヤ ワ ：墨 村 の

．
子 供 と 初

1
等 教 育

一」 ゴ グ ヤ
．
ガ ル タ 特 別 州 内 の 継 村 ｝凋 査 か ．の 亠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛知学院大学　　　　黒櫛　晴央
．

’
1．は じめ に
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，．250

嘩 な
牢

論
劉

か ら 塗繊 韻 族 臟 で

あ る 。し か も島嶼 部 の 地 勢的条件 に もか かわ

ら ず、民族的
・’霞 語 的 ・

文化 的 紛 争 の 絶 え な

い 多 くの 洩合民族国冢に 比べ て イ ン ドネ シ ア

は 政 治 的 ・
文 化 的 Wq−一性 が比較 的 よ く保 た れ

て い る 。 それ は 、 イ ン ドネ シ ア に は マ レ ー
系

の 人種 に 属 し、
一’
？ レ ー

語を共通 の 祖 語 とす る

言 語 を話 し ．文化的基膚を共 通 に した 既 族 が

多 い か ら だ と い え よ う n ．

　 しか し、建 国 以 来 「
．
多 様 性 の 中 の 統一・一、．1 が

国 是 と され て きた、よ うに 、イ．ン ドネ シ ア は．「

．イ ン ドネ シ ア 人 」 や 「．イ ン ドネ シ ア 文 化 」 の

名 の 下 に 一一．X 的 に論 ず る こ と が で き な い ほ ど

・民 族 的にも来化 的1こ も複雑 で 多様 な tWibPを

」llし て きた r レ・t：が っ て ・ 独 立 以来多横 越
族 の 問 に ナ シ

尹ナ
．
ル

・
ア ／．デ γ

テ T、テ ィ を形

成 し て い くた め に、国属統 合の た め の 教育制

踏 い か に 鑰 して い くか が 教育政即 大 き

な 課 題 と され て き た。

　 と こ ろで 、イ ン ドネ シ ア は、依然 と して 農

林 漁業 部 門 が 金 労 働人 t：1の 半数以 上 を吸 収 し

、鬮 内総 生 産 の 寄与率 が 最 も 高い 産業
．
とな っ

て い る。し か し i971 ）年 代 以 降、農 業 の 近

代 化 に よる食糧増産政策 と と もに 、積極的 な

外 資導 入 に よ る 近代 的 産業部 門 の 開 発政策 が

推 し 進 め られ て き 起。こ の よ う な 羽 発政策 の

椎進 に よ っ て 、1970 年代以降 に な ると、

近代 化 の 担 い ．手 をい か に 形成 して い くか が 、

教 育政策 の 新 た な 課 題 と し て 取 り紐 ま れ て き

た 。

　 と こ ろ で 、こ の よ う
．
な 1970 年 代 以 降 の

開 発 政 策 の 推 進 と そ の た め の 国 民 統 合 教育 の

再 編
』・強 化 に つ い て の 研 究 は 、こ れ ま で や や

もす る と鬮 の レ ヴ ェ ル の 政策 や 統計資料に よ
．

る 分 析 に と ど ま り、そ う し た．教 育政策の
’
下 で

実際 に そ れ ぞ せ の 学 校 で が どの よ うな 教 育 突

　　　キ　　　　　　　　　　　　，
蹴 して き抑 か ・．m・t： どOP・，

k う轍
酬

題

に直面 して さ た の か 、な ど の 事例的 な研究 を

爆 んど試 み て こ な か っ た 。、

　 そ こ で 本 報告 で は 、 （」）現 代 ジ ャ ワ 匙村

の 子 供 の 生 活 と発達 段 階 、お よ び （2） 開 発

政町 の小学校鞘
の 実態を騨 聯 合お よ

「

び近代 化 の た めの 1
−
開 発 され t：

”
人 罰 の 育堪」

をめ ざ した 「パ ン チ ャ シ ラ 道徳教育 i を巾心

に 具 体 的 な事 例
．
を紹 介 す る、。

　鯉 わ い
．
報 儲 は・田

8．91ゆ 1よ 引 ．
年 間 イ ン ドネ シ ア 国 立 ガ ジ ャ

・マ ダ大 学 で 研

惣
る機 雑 も ち・そ o 脚 群 卿 5 朋

剛・イン ドネ シ ア 抖 学院．（1
，
IPl ）の 許 可

の
’
ドに 、農 家 に滞 在 し て 農 村 の 社 会 構 造 と教

育環境 に ？い て調査する，こ と が で ．き t：　。
’

こ の

響 Fは・そ9と き に   ・資 料 ρ謀 つ く も0で

あ る n2
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　人 口
葬力に rm　VLイ ン ド条］

） ア が家旅計画 を

蝉 鰍 鰍 脚 こ し 下哂 こ と 1燗 知 9と ts

りで あ る。しか し．、従来 ジ ャ ワ 農村 で は 、家

族計画 意識 が 希薄 な うえに
’
、 子供が 多い ほ ど

神 の 恩恵 に 浴 し て 幸 福 に な れ る と 考え ら
．
托 、

．．．・
般 に 多

．
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了
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と へ の 1恥 は 強 く・子供静
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　 （1）乳幼児期 の 子供

　子 供 の
一一一

生 は 儀 礼 と と も に は じ ま る。すな

わ ち 、妊 娠 7 ヵ 月 目 の 儀 礼、出 産 ・誕 生 の 儀

ネLg 臍の 緒を切 り ・名付けをす
．
る 5111　E［の 饑

礼 、 髪を切る 35 日 目の 儀礼 、 初 め て 土 の う

え に 降 りる 7 カ 月 目 の 儀 礼、な ど が 現在 で も

一
般 に 行 わ れ て い る 。 い ずれ の 場合 も、夫 方

と 妻方 の 親族 と 近 隣の 人 々 を招 い て 、ス ラ マ

タ ン （selamatan ） あ る い は ク ン ド

ゥ リ （kenduri ） と 呼 ば れ る 共 食鍍礼

が 行 わ れ る。こ れ らの 儀礼 は 、子 供 を 悪 霊 か

ら守護し よ う、と す．る．宗 教 的な 動 機 に 基 づ い て

い る。そ れ は ま た、子 供 を親 族や近 隣 の 新 た
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な 成員 と して 承 認す る機会 で もある 。

　 乳 幼 児期 の 干 供 に と っ て 、生活空間 は も

っ ぱ ら家 族 で あ り、他 者 との 閼係 は 母 親 と

の 関係 が 中 心 を占 め る e ま た、幼 児 期 を逝

じて 、親 は、ジ ャ ワ 人 と し て の 基本的 t 行

動様 式 を
；f供 に 習 得 させ る。例 え ば、食べ

物 を手に
一9るときに は 右手を用 い る こ と 、

排 便 の 際 に は 左 手 を使 う こ と、親 を は じめ

大 人 に 対 し て で き る だ け 行儀 よ く、丁 寧 な

言葉使 い を する こ と な ど で ある。

　 最 近 、農 村 部 で も 1 、2 年 聞 幼 稚 園 に 通

園 す る 子供 もみ られ る よ うに な っ て き た。

幼稚園 は 3 歳か らの 3 年 制 で 、ほ と ん ど が

私立 で あ る。

　 （2 ）児童期の．
子供

　 教 育 法 に よ れ ば、国 民 は 、6 歳 で 初等 教

　 ト
育を う け る権 利 を も ち、7 歳 で 初 等 教 育 に

就学す る 義務 を負い
、 6年間の 課 程 を修 了

し な け れ ば な ら な い 、と 定 め て い る （i4

条） い る。した が っ て 、子供 は 6 − 7歳 の

問 に 小学校 に入 学 する 。
こ う して 児童期 に

な る と、子 供 の 生 活 空 間 は に わ か に 広 ま り

近隣 の 仲間集 団、学 校 の 仲 間集 団 に 加 わ る

よ う に な り縦 の 親 子 関係 に 加 え て 横 の 人 閤

関｛系を経験 する よ うに な る。

　 こ の 時期 に な る と 自 尊心 の 発 達 と と も に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表

恥ず か し さ や は に か み な どの感情 を も つ よ う

に な り 、 そ の 感情 に 訴 え て 家族内外の 地 位 の

序 列 に 即 し t：礼儀作法 を教 え られ る。ま た 、

小 守、掃除 、 水汲 み な ど 家事労働 の 乎拡 い を

す る よ う に な る が 、子 供 の 生 活 が 劉 女 に よ っ

て 分 化す る よ うに な り、役 割 期待も性 別 に よ

っ て 分 化 す る よ う に な る 。

　 結 婚 と と も に 重 要 な 通 過 儀 礼 で あ る 割 礼 は

、女子 の 場合 は 5、6 歳頃 に、また 男子の 場

合 は 亅0 − 14 歳頃 に 行 わ れ る 。

3 ．　 「パ ン チ ャ シ ラ 道 徳 教 育 i

　 パ ン チ ャ シ ラ は、文字 ど う り 5 つ （pan

ca ）の 丿票員ll （sila ） か ら な る イ ン ドネ

シ ア 共 和 国 の 建 国 の 基 本 理念 を示 し た もの で

あ る。

　 【965 年 の 9 ．30 事件 に よ っ て 発 足 し

た 現在 の ス ハ ル ト （SQeharto 　192

1 − ）休 制 は 、近 代 化 を 目 指 し て 経済現 実路

線 を と り、経 済 開発 の
一・一

環 と して 教 育改 革に

取 り組 み 、 近代化 の 掛 い 手 の 奇成 、 教育 の 質

の 向．1：、 教育 の 機会均等 の 達成 な ど の 実現 を

図 っ て き t 。 そ の 国 民 道
’
徳形成の t： め に 、 1

974 年 よ り小 ・中 ・高 の 教育謀 程 に 「パ ン

チ ャ シ ラ 道 徳 教 育 1 が 新 設 ざれ た （表訟 照 ）

　 e グ ヤ カ ル タ特 別 州 バ ン ト ゥ ル 県 内 で 行 o

た 小 学 校 の 調 査 事 例 は 発 衰 時 に 報 告 す る。

小 学 校 教 科 別 週 あ た り授 業 時 聞 数

纛壽壷諾蘿蟇
イ ン ドネ シ ア 語
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計

　 i，鷺繍 、掘融，lll謝1：）
（注 ） i）3学期 に 配当す る 。　 2） L2 学期 は 毎週 8時覗騒、3学 期 は 7時 間。

　　 3）地方語教科を取 り入 れ て い る地方や 学校 で 配当。

　出 典 資 料 ： 教 育 文 化 省 Kurikulurn 　 SekolHh 　 Dnsar 　 ke ，Lnsl 　 GBPP ．
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